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法
人
の
不
法
行
爲
と
機
關
個
人
の
責
任

民

法

雑

題
（
一
)

舟

橋

諄

一

一

法

人

が

理

事

そ

の
他

の
…機

圓

の
な

し

た
不

法

行

爲

に

つ

き
賠

償

責

任

を

負

ふ
尺

き
場

合

、

す

な

は
ち

、

晟

法

第

四

四
條

第

一

項

の
適

用

あ

る
場

合

に
、

現

實

に
加

害

行

爲

を

な

し

た
機

關

個

人

も
、

被

害

者

に
対
し

て
賠

償

責

任

を
負

ふ

で
あ

ら

う

か
。

こ
れ

に

つ

い

て
は
民

法

に
明

文

が

な

い

の

で
、

特

に
雫

は

れ

る

こ

と

と
な

つ

て
ゐ

る
。

(
一
)

わ
が
民
法
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
、

7
ラ

ン
ス
な
ど

の
民
法

に
も
明
丈

の
規
定
は
な

い
。
し
か
し
、

ス
ヰ

ス
お
よ
び
中
華
民
國

の
民
法
に
は
、

次

の
や
う
な
規
定
が
あ
る
。
ー

ス
ヰ

ス
民
法
第
五
五
條
第
三
項

『
法
人
ノ
責

二
婦

ス

ヘ
キ
事
項

二
付

テ
ハ
行
爲
者
自
身

モ
亦
典
責

二
任

ス
』

(
辰
巳
重
範
氏
訳
著

「
瑞
西

民
法
」

に
依
る
)

中
華
民
國
民
法
第
二
八
條

『
法
人

ハ
理
事
其
他

ノ
職
員

力
職
務

ノ
執
行

二
因
リ
他
人

二
加

ヘ
タ
ル
損
害

二
封

シ

其
行
爲
者

ト
連
帯

シ
テ
賠

償

ノ
責

任
ヲ
負

フ
』

(
中
華
民
國
法
制
研
究
會
著

「
中
華
民
國
民
法

(
絡
期
)
」
に
依
る
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
や
う
な
學
詮

の
対
立
が
見
ら
れ
る
。
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(
イ
)
い
は
ゆ
る
法
人
擬
制
詮
の
立
場
か
ら
い
ふ
と
、
理
事
そ
の
他
の
代
理
人
の
不
法
行
爲
が
あ
る
に
と
ざ
ま
り
、
法
人
自
身
の

不
法
行
爲
な
る
も
の
を
認
め
な
い
の
だ
か
ら
、
民
法
第
四
四
條
第

一
項
は
法
人
が
他
人
た
る
理
事
の
行
爲

に
つ
い
て
責
任
を
負
ふ
べ

き
こ
と
を
特
に
焼
定
し
た
ま
で
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
た
め
、
理
事
個
人
の
責
任
は
何
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
し
た
が
つ
て
、

理
事
は
あ
く
ま
で
自
己
の
行
爲
に
つ
き
み
つ
か
ら
責
任
を
負
ふ
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

梅

「
民
法
要
義
」
総
則
編
訂
正
増
補
版

九
九
頁

以
下
、
川
名
「
民
法
総
論

」
↓
九

八
頁

以
下
、
中
島

「
民
法
繹

義
」
総
期
編
二
七
四
頁
以
下

(
口
)
次
に
、
現
時
の
通
詮
た
る
い
は
ゆ
る
法
人
實
在
説
に
ょ
る
と
、
法
人
自
身
も
不
法
行
爲
を
な
し

う
る
も
の
と
さ
れ
、
し
か

し
て
、
法
人
の
不
法
行
爲
は
も
つ
ば
ら
理
事
そ
の
他
法
人
の
機
開
を
通
じ
て
の
み
行
は
れ
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
こ
と
と
て
、
機
關
を

人
間
の
手
足
に
磐

へ
る
と
き
、
人
間
の
動
作
が
手
足
を
通
じ
て
の
み
行
は
れ
る
に
か
か
は
ら
す
手
足
の
動
作
は
も
つ
ば
ら
人
間
の
行

爲
と
し
て
の
み
考

へ
ら
れ
る
の
と
あ
た
か
も
同
様
に
、
い
は
ば
手
足
た
る
理
事
個
人
の
行
爲
は
ー

そ
れ
が
理
事
の

『職
務
ヲ
行
フ

ニ
付
』

い
て
な
さ
れ
た
か
ぎ
り
1

法
人
の
行
爲
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
理
事
の
不
法
行
爲
は
す
な
は
ち
法
人

の
不
法
行
爲

と
な
つ
て
し

ま

ひ

、

し

た

が

つ

て
、

理

事

の
行

爲

が
法

人

の
不

法

行

爲

を

形

成

す

る
も

の

と
認

め

ら

れ

る

と
き

は

、

も

は

や

理
事

個

人

の
不

法

行

爲

の
存

在

す

る
籐

地

な

く

、

よ

つ

て
、

理

事

個

人

の
責

任

も

ま

た

生

す

る

に
由

な

き

も

の

と
せ

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

(
二
)

今
日
有
力
な
學
者

に
し

て
こ
の
説
を
と
る
者
は
見
當
ら
な

い
け
れ
ど
も
、

い
は
ゆ
る
法
人
實
在
説

の
論
者
は
、

『
理
諭
的
』
に
は

一
應
す

べ
て
こ
の
結
論
に
到
達
す
る

こ
と
を
認

め
て
ゐ
る

の
で
あ
つ
て
、
た
だ
、
そ

の
實
際
上
の
結
果

の
不
當
な
る

こ
と
を
考
慮

し
て
、
次

の

(
ハ
)

の
説
を
主
張

し
て
ゐ
る
に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
こ
と
は
、

例

へ
ば
穗
積
博
士
が

(
ハ
)

の
説

を
と
ら
れ
つ
つ
も
、

『
代
理
人
説

の
論
理
整
然
た

る
に
及
ば
な

い
』
と
せ
ら
れ

へ
穗
積

「
民
法
総
論
」
改
訂
版
ニ
ニ
二
頁
)
、

ま
た
、

『
理
事
個
入
に
も
責

任
を
負

は
せ
よ
う
と
思

ふ
な
ら

ば
特



別

に
其
規
定
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
』
と
説

い
て
を
ら
わ
る
鮎

(
穗
積

『
民
法
総
則
』
(
新
法
學
全
集
)

六
〇
頁
)
な
ど
か
ら
推
祭

で
き
る

こ
と

で
あ
る
。

な
ほ
ま
た
、

石
田
博
士
は
、

次

の

(
ハ
)

の
説
を
克
服
し

て

一
歩
前
進
さ
わ
む
と
し
た
鮎
に
お

い
て
、
こ
の

(
口
)

の
説
と
同
日

に
諭
ず
べ
き
も

の
で
は
な
く
、

し
た
が

つ
て
、

わ
た
く
し
は
こ
れ
を
特

に

(
二
)

の
説
と
↓
て
最
後

に
禍
ぐ
る
け
れ
ど
も
、
結
論
と
し
て
は
、

ま
さ
に

こ
の

(
口
)

の
説
と
同
檬

で
あ
る
。

そ
の
表
現
に
お

い
て
多
少
本
文
述

ぶ
る
と

こ
ろ
と
異

つ
て
は

ゐ
る
と
し
て
も
、

畢
寛
は
同

一
意

義
に
録
着
す
る
も

の
と
思
は
れ
る
。

日
く
、

『
勿
論
特
定
人
が
法
人

の
機
開
た
る
地
位
を
擔
當
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
其
人

の
人
格
は
全
部

法
人

の
組
織

の
裡

に
吸
牧
さ
れ
る
と
言
ふ
や
う
な

こ
と
は
な

い
が
、

然

し
、

機
關

の
加
害
行
爲

に
よ

つ
て
法
入
が
責
任
を
負
携
す
る

の
は
、

機
關
櫓
當
者

の
行
欝
が
即
ち
法
入
自
身

の
行
爲
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

法
人
が
其
行
爲
の
責
任
を
負
携
し
、

其
行
爲

の
敷
呆

の
蹄
.属

黙
で
あ

る
限
リ
、
機
關
は
効
果

の
通
過
黙

で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。

敷
…果
の
通
過
鮎

で
あ
る
限
リ
、

法
的
に
は
機
關
指
嘗
者

の
行
爲
と
し
て
通
用
し
な

い
。

法
人
が
自
己

の
行
欝
と
し

て
責
任
を
負
据
す
る
以
上
、

法
律

上
は
如
何
な
る
方
面
に
於

て
も
機
關
指
常
者
個
人

の
行
爲

は
あ
リ
得
な

い

の
で
あ
る
』
、
と

(
石
田

「
現
行
民
法
総
論
」

一
四

一
頁
)
。

(
ハ
)
し
か
し
、
右
の
や
う
な
考

へ
に
從
ふ
と
、
法
人
制
度
を
悪
用
し
て
不
利
益

乃
至
責
任
は
す
べ
て
法
人
に
転
嫁
し
、
み
つ
か

ら
は
利
益

だ
け
を
牧
め
て
涼
し
い
顔
を
す
る
と
い
ふ
、

い
は
ば
法
人
の
蔭
に
隠
れ
て
悪
事
を
働
く
こ
と
を
容
認
す
る
結
果

と
な
る
の

で
、
前
掲

へ
口
)
の
説
を
と
り
つ
つ
、
し
か
も
、
か
か
る
不
合
理
な
結
果
を
避
け
よ
う
と
し
て
考

へ
出
さ
れ
た
の
が
、

い
は
ゆ
る
二

,面
性
説
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
機
關
の
地
位
に
あ
る
個
人
の
行
爲
は
、
機
關
と
し
て
の
行
爲
と
な
る
こ
と
に
ょ
つ
て
個
人
の
行
爲
た

る
性
質
を
失
ふ
も
の
で
な
く
、
法
人
の
機
關
の
行
爲
は
法
人
の
行
爲
を
組
成
す
る

一
面
と
そ
の
個
人
の
行
爲
た
る

一
面
と
の
二
面
の

関
係

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
の
関
係

に
お
い
て
法
人
の
責
任
を
生
じ
、
後
の
関
係

に
お
い
て
機
關
個
人
の
責
任
を
生
す
る

と
説

く

の

で
あ

る
。

こ
れ

が

現

在

の
通

説

と
な

つ

て
ゐ

る

富
井

『
法
人

の
不
法
行
爲

能
力
』
法
協

三
四
巻

一
〇
號

一
頁
以
下
、
同

「
民
法
原

論
」
第

一
巻

噌
訂
佃旗
二
六
山ハ
頁
、
鳩

山
日
「
日
本
民
法
総
論
」
改
訂
版

一
五

一
頁
、

哩

八
八
頁
以

、
旺
島

民
昭
利

ヒ
年
度

八
五
事
件
評

釋
が
ど

。
,
な
ほ
、
ド
イ
ツ

の
學

説

に

っ

い
て
は
、

川
島
前
掲
中
に
引
用
さ
る
る
と
こ
ろ
参
照



(
二
)
と
こ
ろ
で
、
右
の
二
面
性
説
に
よ
る
と
結
果
の
安
當
は
期
し
う
る
け
れ
ご
も
、
他
面
、
か
や
う
な
説
明
に
よ
る
と
き
は
、

そ
の
論
理
的
露
結
と
し
て
、
ひ
と
り
不
法
行
爲
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
法
律
行
爲
お
よ
び
こ
れ
に
準
す

べ
き
適
法
行
爲
に
つ
い
て

も
ま
た
、
か
か
る
二
面
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
り
さ
う
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
理
事
が
法
人

の
機
關
と
し
て
法
人
の
た

め
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
な
し
た
法
律
行
爲
乃
至

こ
れ
に
準
す
べ
き
適
法
行
爲
に
つ
き
、
理
事
個
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
し
て
、

理
事
み
つ
か
ら
そ
の
行
爲
の
法
律
効
果

を
享
受
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
當
な

こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
な
の
で
、

二
面
性
説
の
か
や
う
な
訣
陥
を
指
摘
し
て
、
む
し
ろ
、

(
口
)

の
説
に
復
帰
さ
れ
む
と
す

る
の
が
、
石
田
博
士
の
見
解

で
あ
る
。
理
論
的
嚴
正
の
ゆ
ゑ
に
、
實
際
的
結
果
の
安
當
を
犠
牲
に
さ
れ
む

と
す
る
の
で
あ
る
。

(
三
)

石
田
博
士
は
、
さ
き
に
註

(
二
)

に
引
用
し
た
箇
所
に
績

い
て
、
次

の
や
う
に
説

い
て
を
ら
わ
る
。
1

『
又
こ
の
説

(
二
面
性
説
の
こ
と
1

舟
橋
)
に
よ
る
と
機
關

の
行
爲
が
違

法
行
爲
た
る
と

適
法
行
爲
た
る
と
を
区
別

せ
ず
、

常

に
機
關
按

當
者
個
人

の
行
爲

と
し

て
の

一
面
が
存
在
す
る
か
ら
、

機
關
措
當
者
は
適

法
行
爲

に
つ
い
て
も
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら

ぬ
結
果
と
な

る
。

物

の
費
主
は
法
人
に
対
し

て
も
亦

理
事
個
人
に
対
し

て
も

其
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
來

る
と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

若
し
適
法
行
爲
と
不
法

行
爲

と
を
区
別
し
て
、

適
法
行
爲

の
場
合
は
法
人

の
み
が
効
果

の
昂
屠
貼

で
あ
つ
て
、

機
關
は
効
果

の
通
過
黙

に
す
ぎ

な

い
け
わ
ど
も
、
不

法
行
爲

の
場
合
に
は

機
關
携
當
者
自
身

の
行
爲
た
る

一
面
が
現
は
れ
る
と
な
す

な
ら
ば
、

そ
れ
は
立
論

の
根
柢

に
於

て

「
法
人
は
元
來
不
法

行
爲
を
爲
す

こ
と
を
得
ず
」
と
の
思
想
に
立

つ
も

の
で
あ
つ
て
、

法
人
に
不
法
行
蔦
能
力
を
認

め
た
議
論

の
前
提
と
矛
盾

し
て
來
る
。

法
人

に
不
法
行
鳥
能
力
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
、

法
人

に
其
責

任
を
負
携
せ
し

め
る
限
リ
、

機
關
携
當
者

の
責
任
を
認

む
べ
き
理
由
が
な

い
。
勿

諭
機
關
憺
當
者

に
も
責
任
あ
り
と
す
る
結
果
が
被
害
者

の
保
護
を
厚
く
す

る
所
以
で
あ
る

こ
と
は
私
も
認

め
る
。

然

し
、・
そ
れ
は
立
法
論

で

あ

つ
て
、
現
行

民
法

の
解
釈
論
で
は
な

い
。

機
關
櫓
當
者
に
責
任
を
負
は
し

め
る
が
た
め
に
は
、

そ

の
こ
と
を
命
ず

る
法
律

の
特
別

規
定

が

な
く

て
は
な
ら
ぬ

(
瑞
民
第

五
五
條
第

三
項
)
。
商
法
第

一
七
七
條
第
二
項

(
改
正
商
法
第
二
六
六
條
第
二
項
-

舟
橋
)

の
規
定
は
即
ち
其



趣
旨

に
基

い
た
規
定

で
あ
る
が
智
何
等
特
別

の
規
定
な
き
民
法
に
於

て
は
、

解
稗
上
、

加
害
行
爲
に

つ
き
機
關
憺
當
者
に
も
責
任
を
負
憺
せ

し
め
る
こ
と
は
出
來

な

い
』
、
と

(
石
田
前
禍

一
四

一
頁

以
下
)
。

二

判
例
は
、
こ
の
點

に
つ
き
、
い
は
ゆ
る
法
人
擬
制
か
法
人
實
在
か
の
論
議
に
煩
は
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
も
つ
ば
ら
結
果
の
委

じ

當
を
期
し
、
理
事
個
人
の
責
任
を
認
む
る
こ
と
を
も
つ
て
む
し
ろ
當
然
だ
と
し
て
ゐ
る
。
し
た
が
つ
て
、
結
論
と
し
て
、
前
揚
(
イ
)

ま
た
は

(
ハ
)
の
説
と
同
趣
旨
を
認
む
る
こ
と
と
な
つ
て
ゐ
る
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
を
い
か
に
理
論
構
成
す

べ
き
か
に
つ
い
て
は
何
ら

触
れ
る
と
こ
ろ
な
く
、
學
説
に

一
任
す
る
の
態
度
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
、
右

の
ご
と
き
理
論
の
孚
ひ
の
解

決
に
つ
い
て
、
判
例
か
ら

教

へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
少
い
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

(
四
)

判
例
と
し
て
次

の
二

つ
が
見
當

つ
た
が
、

い
ふ
ま
で
も
な
く

前

の
判
例
は
前
掲

(
イ
)
の

い
は
ゆ
る
代
理
入
説

が
通
説
な
る
時
代
に
、
後

の
判
例
は
前
掲

(
ハ
)

の
い
は
ゆ
る
二
面
性
説
が
通
説

な
る
時
代
に
、

そ
れ
ぞ
れ
言
渡
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

大
判
明
治

三
九
・
一
〇
・
三
民
二
録

一
二
輯

一
一
六
七
頁
ー

倉
庫
會
社

の
取
締
役
が
業
務
執
行
中
過
失
に
因
リ
他
人
に
損
害

を
加

へ
た
。

『
株
式
會
社

ナ
ル
法
人

ハ
、

其
性
質

ノ
如
何
、

即
チ
、
法
律

ノ
假
設
ヲ
侯
タ
ズ

シ
テ
現
實

昌
存
在

ス
ル
モ
ノ
學
説

ノ
所
謂
實
在
ナ

ル
ト
、

將

タ
、
法
律

ノ
假
設
ヲ
倹

テ
始

メ
テ
存
左

ス
ル
モ
ノ
學
説

ノ
所
謂
擬
制

ナ
ル
ト
ヲ
問

ハ
ズ
、

會
社

ノ
理
事
ガ
其
職
務

ヲ
行

フ
ニ
當
リ

他
人

二
加

ヘ
タ

ル
損
害

二
封

シ
テ

ハ
、
会
社

其
責

二
任
ズ
ベ
キ

ハ
民
法
第

四
十
四
條
第

一
項
ノ
明
定

ス
ル
所

ナ
ル
ヲ
以
テ
更

二
説
明

ヲ
要

セ
ズ
。

然

レ
ド

モ
同
條
第

一
項

ハ
、

會
社
ト
、

其
理
事

ガ
職
務
ヲ
行

フ

ニ
付

キ
損
害
ヲ
加

ヘ
タ

ル
被
害
者

ト
ノ
法
律
関
係

ヲ
規
定

シ
タ
ル
モ
ノ

噛「

過
ギ
ズ

シ
テ
、

不
法
行
儒

ヲ
爲

シ
タ

ル
理
事
卜

其
被
害
者

ト
ノ
法
律
関
係

ヲ
規
定

シ
タ

ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ
。

故

二
該
條

ノ
規
定

ア
ル
ヲ
以

テ
直

二
不
法
行
爲

ヲ
爲

シ
タ
ル
理
事

ハ
被
害
者

二
封

シ
何
等

ノ
責
任
ナ
キ
者

ト
蜥
定

ス
ル
ヲ
得
ズ
。

而

シ
テ
右
理
事

ト
被
害
者

ト
ノ
法
律

関
係

二
至
リ
テ
ハ
不
法
行
爲
ノ

一
般
ノ
原
則

ノ
除
外
例

ト
爲

ス
ペ
キ
理
由
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
右

一
般

ノ
原
則
ナ
ル
民
法
第

七
百
九
條

二
則
リ
、

過
失

二
因
リ
テ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害

シ
タ
ル
理
事

ハ
被
害
者

二
封

シ
賠
償

ノ
責

二
任
ズ
べ
キ

ハ
多
言
ヲ
侯

タ
ズ

シ
テ
明

カ
ナ
リ
』
。

大
判
昭
和

七

・
五

・
二
七
民
五
集

一
一
巻

一
〇
六
九
頁

・
判
民
八
五
事
件

(
川
島
)
l

X

(
野
間
清
治
)
が
著
者

A

(
佐
藤
紅
緑
)
か
ら



「
あ

エ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
な
る
書
籍

に
つ
き
著
作
梅

の

一
部
譲
渡
を
受
け
て
A
と
共
に
著
作
権
の
共
有
者
と
な

つ
た
と
こ
ろ
、
Y
-
(
平

凡
社
)

お
よ
び
そ
の
取
締
役

Y
2

(
下
中
彌

三
郎
)
は
、
X

の
承
諾
な
く

し
て
右
と
同

一
内
容

の
書
籍
を
獲
行
し
、
X

蛮
行

の
右
書
籍

の

費
行
を
阻
害

し
た
の
で
、

X

は
Y
-
お
よ
び
Y
2
を
相
手
ど
リ
著
作
権
侵
害
乃
至
田
版
契
約
上

の
債
権
侵
害

に
よ
る
不
法
行
爲
を
理
由
と
し

て
損
害

の
賠
償

を
請
求
し
た
。

そ
し
て
、

そ

の
争
黙

の

一
つ
と
な

つ
た
の
が
、

被
告
會
社

の
取
締
役

Y
2
個
人

に
賠
償
責
任
あ
り
や
否

や

と

い
ふ
こ
と
で
あ

つ
た
。

『
商
法
第
百
七
十
條
第
二
項

・
第
六
十
二
條

(
改

正
商
法
第

二
六

一
條
第

三
項

・
第

七
八
條
第

二
項
-

舟
橋
)
二
依

リ
株
式
会
社

二
準
用

ア
ル
民
法
第
四

十
四
條
第

一
項

ノ
規
駕

ハ
、

法
人

ハ
其
ノ
理
事
ガ
職
務

ヲ
行

フ
ニ
付

他
人

二
加

ヘ
タ

ル
損
害

ヲ
賠
償

ス
ル
ノ
責

二
任
ズ
べ

キ
旨
ヲ
定
メ
タ
ル

ニ
止
リ
、

不
法
行
爲

ヲ
爲

シ
タ
ル
理
事

二
於

テ
個

人
ト
シ
テ
被
害
者

二
封

シ

均
シ
ク
賠
償

ノ
責
ヲ
負

フ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
否

ハ
、
毫

モ
同
規
定

ノ
鰯

ル
ル
ト

コ
ロ
ニ
ア
ラ
ズ
。

惟

フ

ニ
冷

何
人
ト
錐
現

二
他
人

ノ
権
利
ヲ
侵
害

シ
テ
損
害
ヲ
加

ヘ
タ
ル
事
實

ア
ラ
バ
之

二
因
リ
當
然

二
自
己
ノ
不
法
行
儒
成
立

ス
ベ
ク
、

其
ノ
法
人

ノ
理
事

ト
シ
テ
職
務

ヲ
行

フ
ニ
付

キ
旙

サ
レ
タ

ル
ガ
嬬
個
人
ト
シ
テ
ノ
責

ヲ

免

ル
ベ
キ
旨

ノ
規
定
存
セ
ザ

ル
以
上
、

理
事

ハ
一
般

ノ
規
定

二
從

ヒ
個
人
ト
シ
テ
法
人

ト
共

二
均

シ
ク

損
害
賠
償

ノ
責

ヲ
負

フ
ベ
キ

モ
ノ

ト
解

ス
ル
ヲ
相
當

ト
ス

(
明
治

三
十
九
年

(
オ
)
箪

三
百
二
號
同
年
十
月

三
日
言
渡
常
院
判
決
参
照
)
』
。

一

さ
て
、
以
上
述

べ
來

つ
た
諸
學
説
を
顧
る
に
、
ま
つ
、

(
イ
)
の
代
理
人
説
が
、
理
事
個
人
の
責
任

を
當
然
の
事
理
と
し
て

認
め
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
結
論
と
し
て
正
當
な
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
理
事
を
代
理
人
と
見
る
か
機
關
と
見
る
か
と
い

ふ
こ
と
は
説
明
の
便
宜
の
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
、
わ
た
く
し
と
し
て
は
、
理
事
を
機
關

と
し
て
説
明
す
る
は
う
が
理
解
し
易
い
や

う
に
考

へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
・
理
事

を
機
關

と
す
る
立
場
に
ぎ

て
事
を
考

へ
て
み
ぎ

の
で
あ
る
・

と
こ
ろ
で
・
か
や
う
な



立
場
に
立
つ

(
口
)
の
説
は
、
理
事
を
法
人
の
手
足
た
る
機
關
と
見
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
理
事
の
行
爲

は
法
人
自
体

の
行
爲
に

吸
牧
さ
れ
て
し
ま
ふ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
理
事
が
い
は
ば
法
人
の
手
足
だ
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は

一
つ
の
讐
喩
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
人
間
の
手
足
の
動
作
は
人
間
の
行
動

の
う
ち
に
完
全
に
吸
牧
せ
ら
れ
独
自

の
存
在
を
認
め
え
な

い
の
に
反
し
て
、
理
事
は
な
ほ

一
個
の
人
間
と
し
て
独
立

の
存
在
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
考

へ
て
も
、
わ
か

る
こ
と
で
あ
つ
て
、
手

足
に
つ
い
て
固
有

に
責
任
を
問
ひ
え
な
い
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
理
事
個
人
に
つ
い
て
も
責
任
を
間
ひ
え
な

い
と
し
て
ゐ
る
の
は
、

法
人
實
在
説
と
し
て
反
省
す

べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
考

へ
て
く
る
と
、
理
事
を
機
關
だ
と
す
る
立
場
に
立
つ
て
も
な
ほ
、
必
す
し
も
理
事
個
人
の
責
任
を
否
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
論
理
的
必
然
性
は
出
て
來
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
、
(
ハ
)
の
二
両
性
説
に
充
分
の
理
由
が
認

め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
二
面
性
説
を
と
る
と
し
て
、
な
ほ
解
決
を
要
す
る
問
題
は
、
な
ぜ
法
律
行
爲
に
つ
い
て
は
二
而
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の

に
、
不
法
行
爲
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
通
読
た
る
二
面
性
読
は
不
幸

に
し
て
こ
の
點

の
解
明

が
不
充
分
で
あ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
か
ら

い
へ
ば
、
石
田
博
士
の

(
二
)

の
説
は
、
右
の
欲
陥
を
指
摘
し
て
ま
さ

に
鋭
き
も
の
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
か
く
て
冷
石
田
博
士
は
右
の
飲
陥
の
ゆ
ゑ
に
二
面
性
説
を
全
面
的
に
否
定
せ
ら
れ
、

同
時
に
、
實
際
的
結
果
の
妥
當
を
も
犠
牲
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
や
う
に
し
て
、
問
題
は
、

一
見
、
理
論
を
立
て
よ
う
と
す
れ
ば
實
際
が
立
た
す
、
實
際
を
立
て
よ
う
と
す
れ
ば
理
論
が
立
た
ぬ

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
だ
が
、
は
た
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
。



(
五
)

我
妻
教
授
は
、

『
擬
制
説

を
探
る
か
實
左
説
を
採
る
か
は
、

一
面
、

民
法

の
條
文
を
解
糧
す
る
に
當

つ
て
の
指
導

的
理
想
を
與

へ
る
と

共
に
、
他
面
、
直
接

に
は
民
法

の
規
定

の
な

い
社
マ̂曾
生
活
関
係

を
取
扱

ふ
場
合

の
態
度

を
決
定
せ
し
め
る
も
の
で
あ

つ
て
、

實

際
上
も
重
要

な
結
果
を
生
ず

る
こ
と
で
あ
る
』
、

と
せ
ら
れ

(
岩
波
全
書

「
民
法
」
1
五
六
頁
)
、
そ
し

て
、
そ
の
具
體
的

な
例
誰
と
し
て
、
幣

司
に
は
、

法
ん

の
不
法
行
矯
責
任
に

つ
き
、
民
法
第
四
四
條
の
解
釈

に
當

つ
て
、

『
若
し
擬
制
説
を
採
れ
ば
こ
れ
を
理
論

に
反
し
た
便
笠
規
定
と
見
る

こ
と
に
な
リ
、
實
左
説
を
採
れ
ば
理
論

上
當
然

の
規
定
と
な
す

こ
と
に
な
る
。

そ

の
結
果
、
前

者
に
於

て
は
そ
の
適
用
の
範
囲

が
後
者

に
比

し

て
自
ら
狭

隆
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
』

こ
と
、
第

二
に
は
、

『
法
人
の
行
嬬
能
力

(
法
人

の
爲

し
得
る
行
爲
)

の
範
囲

を
決
定
す
る
に
當

つ
て
も
直
接
に
は
第
四
三
條
の
解
羅
に
よ
つ
て
定

め
る

こ
と
で
あ

る
が
、

擬
制
説
は
特
に
そ

の
法
人

の
目
的
と
し
て
列
基
せ
ら
わ
た
行
欝
に

限
る
傾
向
を
示
し
、
實
在

説
は
法
人

の
社
會
的
作

用
を
槻
察

し
て
婁
當
な
範
囲

に
搬
張
す
る
傾
向
を
示
す
』

こ
と
、

蜘

唱ご
に
は
・

『
社
會
に

事
實
上
生
ず

る
種

々
の
團
體

に
対
し

て
民
法
が
偏
狭
な
態
度
を
と

つ
て
こ
れ
を
法
人
と
し
て
取
扱

ふ
こ
と
を
拒
否
す
る
場

合
に
、

擬
制
説
は

こ
れ
を
も
つ
て
至
當
な
態
度
と
な
す

に
反
し
、
實
在

説
は
こ
れ
を
不
當
と
し
、

能

ふ
限
リ

こ
の
團
體

に
対
し

て
も
独
自

の
法
律

的
地
位
を
認

め
る

こ
と
に
努
力
す
る

こ
と
に
な
る
』

こ
と
、
を
畢
げ

て
を
ら
れ
る

(
前
掲
五
五
頁

以
下
)
。

お
も

ふ
に
、
理
事
を
代
理
人
と
し

て
法
律
構
成
す

る
か
機
關

と
し

て
法
律
構
成
す
る
か
と

い
ふ
こ
と
と
、

法
人
を
擬
制
と
す
る
か
實
在
と

す
る
か
と

い
ふ
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も

一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、

法
人
實
左

説
を
と
り

つ
つ
理
事
を
代
理
人
ど
し
て
法
律
権
威

す
る
こ
と

も
可
能
だ
と
は
考

へ
る
け
れ
ど
も
、
右

に
我
妻
教
授

の
畢
げ
ら
れ
た
最
初

の
二
鮎
は
、

少
く

と
も
、
理
事
を
代
理
人
と
見
る
か
機
關
と
見

る

か
と

い
ふ
こ
と
の
實
質
的
差
異
を
示
す
も

の
の
や
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

一
の
黙

に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
ま
つ
、
法
人
は
社
團

(
組
合
)

乃
至
財
團
た
る
實
燈
に
対
し

て
法
人
格

が
付
與
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

そ
し

て
、
法
人
擬
制
説
は
法
人
格
を
付
與
す
る
面

に
重
點

を
置
く
に

反
し
法
人
箕
在
説
は
法
人
楕

の
付
輿
を
受
く
る
,實
燈

の
面
に
重
貼
を
置
く
も
の
で
あ

つ
て
、

し
か
も
、
法
人

の
不
法
行
霧
責
任
は
そ
の
實
体

と
し

て
の
活
動

に
關
聯
し
て
認

め
ら
れ
た
も

の
だ
と
す

る
と
、

法
人
の
不
法
行
爲
責
任
自
禮

の
根
拠

は
法
人
實
衣
的
説
明
に
求

め
る

の
が
至

當
で
あ
る
。
だ

が
、
不
法
行
爲
責
任
な
る
も

の
は
、
後

に
本
文
中
に
説
く
や
う

に

(
本
稿
次
頁
以
下
)
、
國
家
が
任
意

に
合
目
的
的
に
定

め
る

も

の
で
あ
る
か
ら
、

理
事
を
代
理
人
と
見

る
こ
と

の
ゆ
ゑ
を
も
つ
て
、

特

に
法
人

の
責
任
を
挾
く
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筋
合

の
も

の
で
は

な

い
。
責
任

の
廣
狭

が
機
關
か
否
か
に
よ

つ
て
生
じ

て
な
ら
な

い
こ
と
は
、

す

で
に
末
弘
博

士
も
指
摘
し

て
を
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
末

弘

『
団
体
責
任
の
原

理

(
上
)
』
(
『
民
法
雑

記
帳
(四
八
)』
)

法
律
時
報

一
二
巻

九
號
四
五
頁
)
。

次

に
、
第

二
の
貼

に
つ
い
て
も
、
法
人
の



な
し
う
る
法
律
行
爲

、
し
た
が

つ
て
ま
た
㌃
そ
の
権
利
能
力

の
面
題
は
、

事
柄
が
人
格
付
與

の
方
面
に
關
す
る
こ
と
だ
か
ら
法
人
擬
制

的
説

明
に
よ
る
が
至
常
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
廣
狭
は
、
擬
制
か
實
在

か
に
依

る
の
で
は
な
く
、
・む
し
ろ
、

各
種

の
法
人
に
つ
き
そ
の
目
的

が
ど
の
程
度
ま
で
重
要
漉
せ
ら
れ
る
か
に
か
か
る
こ
と
で
あ
つ
て
、

例

へ
ば
公
釜
法
人

に
つ
い
て
は
目
的
を
狭
く
嚴
重

に
、
膏
利
の
ほ
か
何

ら
独
自

の
本
來
目
的
を
有

せ
ざ
る
菅
利
法
人
に
つ

い
て
は
廣
く
緩
か
に
、
解
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

二

お
も
ふ
に
、
機
關
の
行
爲
が
す
な
は
ち
法
人
の
行
爲
な
り
と
さ
れ
、
機
關
の
行
爲
が
法
人
の
行
爲
と
し
て
吸
牧
さ
れ
る
も
の

と
せ
ら
れ
る
の
は
、
機
關
個
人
の
代
表
意
思
の
結
果
と
し
て
然
る
の
で
あ

る
。
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
理
事
と
い

へ
ご
も
自
己
自
身
の
た

め
の
法
律
行
爲
を
な
し
う
る
わ
け
だ
か
ら
、
例

へ
ば
、
同
じ
く
物
品
を
購
入
す
る
契
約
を
な
す
と
し
て
も
、
そ
れ
が
理
事
個
人
の
た

め
に
で
は
な
く
て
特
に
法
人
の
行
爲
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
も
つ
ば
ら
代
表
意
思
の
表
示
が
あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
法
律
は
、
法
人
の

た
め
に
せ
む
と
す
る
理
事
の
代
表
意
思
を
尊
重
し
て
、
そ
の
欲
す
る
ま
ま
の
法
律
的
保
護
す
な
は
ち
法
律
的
効
果

を
與

へ
た
だ
け
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
契
約
自
由
乃
至
私
的
自
治
尊
重
の

一
つ
の
現
は
れ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
理
事
の
行
爲
す
な
は
ち
法
人
の

行
爲
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
代
表
意
思
が
問
題

と
な
る
べ
き
場
合
た
る
法
律
行
爲
乃
至
こ
れ
に
準
す
べ
き
法
律

的
行
爲
に
つ
い
て
の
み

い
ひ
う
る
立
言
で
あ
つ
て
、
通
説
が
こ
の
立
言
を
無
批
制
的
に
受
け
入
れ
、
あ
た
か
も
不
法
行
爲
の
場
合
に
も
安
當
す
る
か
の
ご
と

く
取
扱
つ
て
ゐ
る
の
は
謬
り
で
あ
る
。
右
の
立
言
は
不
法
行
爲
の
問
題
と
は
切
離
し
て
考
ふ
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
民
法
の
主
た
る
規
律
対
象

た
る
商
品
交
換
の
杜
會
蹴
廉
を
中
心
と
し
て
事
を
考

へ
る
と
き
・
不
法
行
爲
の
制
度
は
、

刑
法
と
並
ん
で
、
國
家
が
、
か
や
う
な
商
品
交
換
的
関
係
、
す
な
は
ち
、
私
有
財
産
と
交
換
の
制
度
ー

こ
れ
を
法
的
に
表
現
す
れ

ば
所
有
権
と
契
約
の
制
度
ー

を
、
外
部
か
ら
の
侵
害
に
対
し

て
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
こ
こ
で
は
、
私
的
當
事
者



の
意
思
を
尊
重
し
こ
れ
に
應
じ
た
法
律
的
効
果

を
付
與
す
る
と
い
ふ
や
う
な
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
不
法
行
爲
の
法
律
的
効
果

た

る
被
害
者
の
保
護

・
加
害
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
國
家
は
、
独
自

的
に
、
國
家
み
つ
か
ら
の
立
場

と
し

て
最
も
合
理
的

・
合
目
的

的
だ
と
思
惟
す
る
ご
こ
ろ
に
從
ひ
i

當
事
者
の
意
思
の
尊
重
な
ご
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
顧
慮
せ
す
に
ー

い
は
ば
任
意
に
定
む

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
國
家

の
意
思
が
、
法
人
に
責
任
を
認
む
る
ほ
か
、
機
關
個
人
に
も
責
任
を
負
は
せ
る
は
う

も

が
合
理
的

・
合
目
的
的
だ
と
す
る
に
あ
る
場
合

に
は
、
機
關
個
人
の
責
任
を
認
め
て
少
し
も
差
支

へ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

然
る
に
、
國
家
は
、
法
人
の
蔭
に
際
れ
て
悪
事
を
働
く
こ
と
を
容
認
す
る
は
す
が
な
く
、
ま
た
、
理
事
は
實
質
上
、
他
人
た
る
法

人
の
た
め
に
行
動
す
る
黙
に
お
い
て

『
或
事
業
ノ
爲
メ
嫡こ

他
人
に
使
用
せ
ら
る
る
者
に
類
似
し
、
し
か
も
、
か
や
う
な
被
用
者
の

霧

行
爲
に
關
聯
し
て
使
用
者
茱

法
行
釜

任
を
負
ふ
場
合

(

)
に
も
被
響

個
人
の
責
任
は
除
却
せ
ら
れ
ぬ
こ
と
と
の
権

衡
上
か
ら

い
つ
て
も
、
機
關
た
る
理
事
個
人
に
責
任
を
認
む
る
の
が
國
家

の
意
思
に
適
合
す
る
も
の
と
思

は
れ
る
。
か
く
て
、
民
法

に
明
文
な
き
に
か
か
は
ら
す
、
わ
た
く
し
は
、
解
釈

論

と
し
て
、
理
事
佃
人
の
責
任
を
論
定
し
う
る
も
の
と
考

へ
る
の
で
あ
る
。

(六
)

ζ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、

拙
稿

『「民
法
典
へ
の
訣
捌
」論
に
つ
い
て
』

(日
本
経
済
法
學
會
第
三
画
報
告
書

「
経
済法
の
諸

問
題
」
③
所
牧
)
の
三
の
二
を
参
照
願
ふ
ほ
か
な
い
。

以
上
に
よ
つ
て
、
法
人
の
た
め
に
す
る
理
事
の
法
律
行
爲
に
つ
い
て
は
二
面
性
を
認
め
え
ざ
る
に
か
か
は
ら
す
、
そ
の
不
法
行
爲

に
つ
い
て
は
二
面
性
を
認
め
う
る
こ
と
の
理
論
的
根
接
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
か
。
然
ら
ば
、
通
説
た
る
二

面
性
説
は
こ
こ
に
純
化
乃
至
合
理
化
せ
ら
れ
、
理
論
は
や
は
り
實
際
と
両
立
す
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
あ

る
。

民
七

一

五
條


